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(57)【要約】
【課題】メニュー画面のカーソルを直感的に操作でき、
操作性の向上を図った情報処理システム、情報処理装置
、情報処理方法、プログラムおよび記録媒体を提供する
。
【解決手段】ＴＶボックスに接続される液晶ディスプレ
イの画面に、例えば外部入力装置に関するメニュー画面
１３０のカーソル１３２を移動または決定させるための
カーソルリモコン１２０を表示する。カーソルリモコン
１２０の方向キー１２２および決定キー１２４に対応し
た付属リモートコントローラの方向キーまたは決定キー
が操作されると、この操作に対応したキーの操作信号が
ベースステーションに送信される。この操作信号は、例
えば、赤外線方式の制御信号に変換されて、ベースステ
ーションに接続された外部入力装置に発光される。これ
により、ＴＶボックスの液晶ディスプレイに表示された
メニュー画面１３０のカーソル１３２が、付属リモート
コントローラの方向キー等に連動して操作される。
【選択図】図９
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の情報処理装置と第２の情報処理装置とが通信手段を介して接続された情報処理シ
ステムであって、
　前記第１の情報処理装置は、
　前記第２の情報処理装置と双方向通信を行う送受信部と、
　前記第２の情報処理装置から送信された操作信号に基づいて、前記操作信号に対応する
データを前記送受信部から前記第２の情報処理装置に送信させると共に、前記第１の情報
処理装置の制御を行う制御部とを備え、
　前記第２の情報処理装置は、
　前記第１の情報処理装置と双方向通信を行う送受信部と、
　前記第１の情報処理装置から送信された前記データに基づく画像を表示する表示装置と
、
　リモートコントローラから供給されるリモートコントローラ信号に基づいて、前記第１
の情報処理装置を操作するための第１の操作画像と、前記第１の情報処理装置に関するメ
ニュー画面を操作するための第２の操作画像を、前記表示装置の画面に表示させる制御部
とを備え、
　前記第２の情報処理装置の前記制御部は、
　前記第１の操作画像において、前記リモートコントローラが有する方向キーが操作され
て前記第１の操作画像の所定の操作項目が選択され、前記リモートコントローラが有する
決定キーが操作されたときには、前記操作項目に対応した操作信号を前記送受信部から前
記第１の情報処理装置に送信し、
　前記第２の操作画像において、前記第２の操作画像が有する所定方向の方向キーまたは
決定キーに対応する前記リモートコントローラの前記方向キーまたは前記決定キーが操作
されたときには、前記操作された前記キーに対応した操作信号を前記送受信部から前記第
１の情報処理装置に送信すること
　を特徴とする情報処理システム。
【請求項２】
　前記第２の情報処理装置は、
　前記第１の操作画像の方向キーが選択されたときには、前記表示装置の前記画面中に表
示される前記第１の操作画像を前記第２の操作画像に切り換えて表示すること
　を特徴とする請求項１に記載の情報処理システム。
【請求項３】
　前記リモートコントローラには、前記第１の操作画像を前記第２の操作画像に切り換え
る第２の操作画像切換ボタンが設けられ、
　前記第２の操作画像切換ボタンが押されることにより、前記表示装置の画面に表示され
る前記第１の操作画像を前記第２の操作画像に切り換えること
　を特徴とする請求項１に記載の情報処理システム。
【請求項４】
　前記第２の情報処理装置は、
　前記第２の操作画像のいずれかの方向の方向キーまたは決定キーが選択されると、選択
された方向の前記方向キーまたは前記決定キーを強調させて前記表示装置の画面に表示す
る
　ことを特徴とする請求項１に記載の情報処理システム。
【請求項５】
　任意の情報処理装置と通信手段を介して接続された情報処理装置であって、
　他の情報処理装置と双方向通信を行う送受信部と、
　前記他の情報処理装置から送信されるデータに基づく画像を表示装置に表示させる画像
処理部と、
　リモートコントローラから供給されるリモートコントローラ信号に基づいて、前記他の
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情報処理装置を操作するための第１の操作画像と、前記表示装置に表示される前記他の情
報処理装置に関するメニュー画面を操作するための第２の操作画像を、前記画像処理部に
よって前記表示装置の画面に表示させる制御部とを備え、
　前記制御部は、
　前記第１の操作画像において、前記リモートコントローラが有する方向キーが操作され
て前記第１の操作画像の所定の選択項目が選択され、前記リモートコントローラが有する
決定キーが操作されたときには、前記選択項目に対応した操作信号を前記送受信部から前
記他の情報処理装置に送信し、
　前記第２の操作画像において、前記第２の操作画像が有する所定方向の方向キーまたは
決定キーに対応する前記リモートコントローラの前記方向キーまたは前記決定キーが操作
されたときには、前記操作された前記キーに対応した操作信号を前記送受信部から前記他
の情報処理装置に送信すること
　を特徴とする情報処理装置。
【請求項６】
　通信手段を介して接続された任意の情報処理装置との情報処理方法であって、
　他の情報処理装置と双方向通信を行う送受信ステップと、
　前記他の情報処理装置から送信されるデータに基づく画像を表示装置に表示させる画像
処理ステップと、
　リモートコントローラから供給されるリモートコントローラ信号に基づいて、前記他の
情報処理装置を操作するための第１の操作画像と、前記表示装置に表示される前記他の情
報処理装置に関するメニュー画面を操作するための第２の操作画像を、前記画像処理部に
よって前記表示装置の画面に表示させる制御ステップとを有し、
　前記制御ステップでは、
　前記第１の操作画像において、前記リモートコントローラが有する方向キーが操作され
て前記第１の操作画像の所定の選択項目が選択され、前記リモートコントローラが有する
決定キーが操作されたときには、前記選択項目に対応した操作信号を前記送受信部から前
記他の情報処理装置に送信し、
　前記第２の操作画像において、前記第２の操作画像が有する所定方向の方向キーまたは
決定キーに対応する前記リモートコントローラの前記方向キーまたは前記決定キーが操作
されたときには、前記操作された前記キーに対応した操作信号を前記送受信部から前記他
の情報処理装置に送信すること
　を特徴とする情報処理方法。
【請求項７】
　通信手段を介して接続された任意の情報処理装置との情報処理方法をコンピュータに実
行させるプログラムであって、
　リモートコントローラから供給されるリモートコントローラ信号に基づいて、他の情報
処理装置を操作するための第１の操作画像と、前記表示装置に表示される前記他の情報処
理装置に関するメニュー画面を操作するための第２の操作画像とを前記表示装置の画面に
表示させるステップと、
　前記第１の操作画像において、前記リモートコントローラが有する方向キーが操作され
て前記第１の操作画像の所定の選択項目が選択され、前記リモートコントローラが有する
決定キーが操作されたときには、前記選択項目に対応した操作信号を前記送受信部から前
記他の情報処理装置に送信するステップと、
　前記第２の操作画像において、前記第２の操作画像が有する所定方向の方向キーまたは
決定キーに対応する前記リモートコントローラの前記方向キーまたは前記決定キーが操作
されたときには、前記操作された前記キーに対応した操作信号を前記送受信部から前記他
の情報処理装置に送信するステップとを有すること
　を特徴とするプログラム。
【請求項８】
　通信手段を介して接続された任意の情報処理装置との情報処理方法のプログラムが記録
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されているコンピュータが読み取り可能な記録媒体であって、
　前記プログラムは、
　リモートコントローラから供給されるリモートコントローラ信号に基づいて、他の情報
処理装置を操作するための第１の操作画像と、前記表示装置に表示される前記他の情報処
理装置に関するメニュー画面を操作するための第２の操作画像とを前記表示装置の画面に
表示させるステップと、
　前記第１の操作画像において、前記リモートコントローラが有する方向キーが操作され
て前記第１の操作画像の所定の選択項目が選択され、前記リモートコントローラが有する
決定キーが操作されたときには、前記選択項目に対応した操作信号を前記送受信部から前
記他の情報処理装置に送信するステップと、
　前記第２の操作画像において、前記第２の操作画像が有する所定方向の方向キーまたは
決定キーに対応する前記リモートコントローラの前記方向キーまたは前記決定キーが操作
されたときには、前記操作された前記キーに対応した操作信号を前記送受信部から前記他
の情報処理装置に送信するステップとを有すること
　を特徴とする記録媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、例えば、外部入力機器が接続された第１の情報処理装置と表示装置とを有す
る第２の情報処理装置との間で双方向に通信を行う情報処理システム、情報処理装置、情
報処理方法、プログラムおよび記録媒体に関し、詳細には、表示装置の画面に表示された
第１の情報処理装置および外部入力機器に関したコントロールパネルを第２の情報処理装
置に付属のリモートコントローラで制御する情報処理システム、情報処理装置、情報処理
方法、プログラムおよび記録媒体に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、ベース装置に接続されたＤＶＤ(Digital Versatile Disk)またはＨＤＤ(Hard Di
sk Drive)の映像やベース装置に内蔵されたＴＶチューナの映像を、インターネットやＬ
ＡＮを介して携帯端末機器やパソコン等の表示装置で視聴可能にした遠隔制御システムが
広く利用されている。
【０００３】
　この遠隔制御システムでは、表示装置から送信される操作信号をベース装置で受信し、
受信した操作信号を赤外線方式の制御信号に変換して外部機器に発光することにより、外
部機器を表示装置側から遠隔操作している。
【０００４】
　遠隔操作方法としては、例えば、表示装置の画面にユーザが操作入力するためのコント
ロールパネルを表示すると共に、画面表面にタッチパネルを取り付けて、コントロールパ
ネルの所定位置に対応したタッチパネルを直接押すことにより、表示装置側から遠隔の外
部機器の遠隔操作する方法が開示されている（特許文献１参照）。
【０００５】
　しかし、表示装置の種類としてはタッチパネル機能を有する専用モニタに限定されず、
種々のものが利用される。そこで、このようなタッチパネル機能を備えていない表示装置
の場合には、付属のリモートコントローラで表示装置の画面に表示されるコントロールパ
ネルを操作することになる。
【０００６】
　図１５は、コントロールパネル２００が表示された画面を示す。表示装置３００の画面
には、例えば遠隔操作したい外部入力機器のメニュー画面が表示される。付属リモートコ
ントローラ４００を用いて、表示装置３００の画面右部にコントロールパネル２００を表
示させ、付属リモートコントローラ４００の方向ボタン４１０によって画面中のコントロ
ールパネル２００のカーソルを所定の項目まで移動（選択）させて、付属リモートコント
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ローラ４００の決定ボタン４２０を押す。カーソルが移動して選択された項目はその表示
ボタンの例えば色が変わることで認知できる。このようにして、例えば、コントロールパ
ネル２００の再生ボタン２１０を選択して決定すると、この操作信号はベース装置に送信
され、ベース装置で制御信号に変換されて外部入力機器に供給される。外部入力機器では
、制御信号に基づいて処理を行い、操作信号に対応したＡＶデータ等をベース装置を介し
て表示装置３００に送信する。このようにして、表示装置３００から外部入力機器の遠隔
操作が行われる。
【０００７】
【特許文献１】特開２００２－３４０２３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　上述したような表示装置３００の画面に表示されたコントロールパネル２００を操作す
る場合、再生ボタン２１０や停止ボタン２２０等のボタン操作については、付属リモート
コントローラ４００により、これらの項目まで方向ボタン４１０でカーソルを移動させて
決定ボタン４２０を押す。したがって、コントロールパネル２００の方向ボタン２３０や
決定ボタン２４０のように、付属リモートコントローラ４００には対応したボタンが予め
存在しないため、これらの操作はユーザにとって違和感なく行われる。
【０００９】
　しかしながら、例えば、表示装置３００の画面に表示されたメニュー画面（番組表、タ
イトルリスト等）をコントロールパネル２００によって操作する場合、メニュー画面中の
所定の番組の項目にカーソルを移動させるためには、付属リモートコントローラ４００の
方向ボタン４１０によって、コントロールパネル２００の方向ボタン２３０にカーソルを
移動（選択）した後、決定キー４２０を押す。これにより、表示装置３００のメニュー画
面のカーソルが、コントロールパネル２００の方向ボタン２３０で選択された方向に移動
する。このように、表示装置３００のメニュー画面のカーソルを移動させる場合には、コ
ントロールパネル２００のカーソルを移動させたい方向の方向ボタン２３０に移動させた
後、決定ボタン４２０を選択する必要がある。したがって、上記のように、メニュー画面
のメニュー項目を選ぶのに、付属リモートコントローラ４００に方向ボタン４１０および
決定ボタン４２０が存在するにも係らず、コントロールパネル２００の方向ボタン２３０
および決定ボタン４２０を介して行わなければならず、操作が直感的でなく、かつユーザ
が混乱する原因となっている。
【００１０】
　本発明は、上記課題に鑑みてなされたものであり、その目的は、メニュー画面のカーソ
ルを直感的に操作でき、操作性の向上を図った情報処理システム、情報処理装置、情報処
理方法、プログラムおよび記録媒体を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明は、上記記解決を解決するために、第１の情報処理装置と第２の情報処理装置と
が通信手段を介して接続された情報処理システムであって、前記第１の情報処理装置は、
前記第２の情報処理装置と双方向通信を行う送受信部と、前記第２の情報処理装置から送
信された操作信号に基づいて、前記操作信号に対応するデータを前記送受信部から前記第
２の情報処理装置に送信させると共に、前記第１の情報処理装置の制御を行う制御部とを
備え、前記第２の情報処理装置は、前記第１の情報処理装置と双方向通信を行う送受信部
と、前記第１の情報処理装置から送信された前記データに基づく画像を表示する表示装置
と、リモートコントローラから供給されるリモートコントローラ信号に基づいて、前記第
１の情報処理装置を操作するための第１の操作画像と、前記第１の情報処理装置に関する
メニュー画面を操作するための第２の操作画像を、前記表示装置の画面に表示させる制御
部とを備え、前記第２の情報処理装置の前記制御部は、前記第１の操作画像において、前
記リモートコントローラが有する方向キーが操作されて前記第１の操作画像の所定の操作
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項目が選択され、前記リモートコントローラが有する決定キーが操作されたときには、前
記操作項目に対応した操作信号を前記送受信部から前記第１の情報処理装置に送信し、前
記第２の操作画像において、前記第２の操作画像が有する所定方向の方向キーまたは決定
キーに対応する前記リモートコントローラの前記方向キーまたは前記決定キーが操作され
たときには、前記操作された前記キーに対応した操作信号を前記送受信部から前記第１の
情報処理装置に送信することを特徴とするものである。
【００１２】
　また、本発明の情報処理装置は、任意の情報処理装置と通信手段を介して接続された情
報処理装置であって、他の情報処理装置と双方向通信を行う送受信部と、前記他の情報処
理装置から送信されるデータに基づく画像を表示装置に表示させる画像処理部と、リモー
トコントローラから供給されるリモートコントローラ信号に基づいて、前記他の情報処理
装置を操作するための第１の操作画像と、前記表示装置に表示される前記他の情報処理装
置に関するメニュー画面を操作するための第２の操作画像を、前記画像処理部によって前
記表示装置の画面に表示させる制御部とを備え、前記制御部は、前記第１の操作画像にお
いて、前記リモートコントローラが有する方向キーが操作されて前記第１の操作画像の所
定の選択項目が選択され、前記リモートコントローラが有する決定キーが操作されたとき
には、前記選択項目に対応した操作信号を前記送受信部から前記他の情報処理装置に送信
し、前記第２の操作画像において、前記第２の操作画像が有する所定方向の方向キーまた
は決定キーに対応する前記リモートコントローラの前記方向キーまたは前記決定キーが操
作されたときには、前記操作された前記キーに対応した操作信号を前記送受信部から前記
他の情報処理装置に送信することを特徴とするものである。
【００１３】
　また、本発明の情報処理方法は、他の情報処理装置と双方向通信を行う送受信ステップ
と、前記他の情報処理装置から送信されるデータに基づく画像を表示装置に表示させる画
像処理ステップと、リモートコントローラから供給されるリモートコントローラ信号に基
づいて、前記他の情報処理装置を操作するための第１の操作画像と、前記表示装置に表示
される前記他の情報処理装置に関するメニュー画面を操作するための第２の操作画像を、
前記画像処理部によって前記表示装置の画面に表示させる制御ステップとを有し、前記制
御ステップでは、前記第１の操作画像において、前記リモートコントローラが有する方向
キーが操作されて前記第１の操作画像の所定の選択項目が選択され、前記リモートコント
ローラが有する決定キーが操作されたときには、前記選択項目に対応した操作信号を前記
送受信部から前記他の情報処理装置に送信し、前記第２の操作画像において、前記第２の
操作画像が有する所定方向の方向キーまたは決定キーに対応する前記リモートコントロー
ラの前記方向キーまたは前記決定キーが操作されたときには、前記操作された前記キーに
対応した操作信号を前記送受信部から前記他の情報処理装置に送信することを特徴とする
ものである。
【００１４】
　なお、本発明の記録媒体に記録されているプログラムおよび本発明のプログラムの請求
項に記載の構成要件と、発明の実施の形態における具体例との対応関係は、上述した本発
明の情報処理のものと同様であるので、その記載は省略する。
【００１５】
　本発明では、第２の情報処理装置に接続される表示装置の画面に表示された、第１の情
報処理装置に関するメニュー画面のカーソルを移動または決定させるための第１の操作画
像と異なる第２の操作画像を表示する。第２の操作画像は方向キーおよび決定キーを有し
ており、この方向キーおよび決定キーに対応したリモートコントローラの方向キーまたは
決定キーが操作されると、この操作に対応したキーの操作信号が第１の情報処理装置に送
信される。この操作信号は、例えば、赤外線方式の制御信号に変換されて、第１の情報処
理装置に接続される外部入力装置に発光される。つまり、リモートコントローラの方向キ
ー等の操作に連動して制御信号が発光される。これにより、情報処理装置の表示装置に表
示されたメニュー画面のカーソルが、リモートコントローラの方向キー等に連動して操作
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される。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明によれば、ユーザは、リモートコントローラでメニュー画面のカーソルを直接操
作しているように感じることができ、操作性の向上を図ることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
　以下、本発明の実施形態につき、図面を参照して説明する。
【００１８】
　まず、本発明の一実施形態に係る情報処理システムについて説明する。図１は、情報処
理システムの全体構成を示す図である。
【００１９】
　図１に示すように、情報処理システムは、第１の情報処理装置の一例を構成するベース
ステーション１０と第２の情報処理装置の一例を構成するＴＶボックス５０とを備えてい
る。ベースステーション１０およびＴＶボックス５０は、それぞれルーター９６，９８を
介してインターネット９００に接続され、互いに双方向通信が可能となっている。また、
無線ＬＡＮ９１０により、ベースステーション１０とＴＶボックス５０とを接続すること
もできる。
【００２０】
　ベースステーション１０は、ＴＶボックス５０から送信される操作信号に基づいて、ベ
ースステーション１０に接続された外部入力装置４８や、ベースステーション１０に内蔵
されたチューナ等の動作を制御する。外部入力装置４８は、ベースステーション１０の外
部入力端子に接続され、例えば、ＶＴＲ、ＳＴＢ、ＩＲＤ、ＤＶＤ（Digital Video Disk
）などが挙げられる。
【００２１】
　ＴＶボックス５０は、ベースステーション１０に接続される外部入力装置４８や、ベー
スステーション１０に内蔵されるチューナの遠隔操作を行うための操作信号をベースステ
ーション１０に送信する。また、ＴＶボックス５０には、表示装置の一例を構成する液晶
ディスプレイ装置８４が接続され、ベースステーション１０から送信されたテレビ画像、
ＤＶＤ画像や、ベースステーション１０またはこれに接続される外部入力装置４８を操作
するための操作画面が表示される。ＴＶボックス５０に接続される表示装置としては、液
晶ディスプレイ装置８４の他に、テレビ鑑賞用として一般的に市販されているＣＲＴ(Cat
hode Ray Tube)ディスプレイ装置やプラズマディスプレイ装置等を利用できる。
【００２２】
　次に、ベースステーション１０のブロック構成について説明する。図２は、ベースステ
ーション１０の構成ブロック図である。
【００２３】
　図２に示すように、ベースステーション１０は制御部２０を有している。制御部２０は
、ＣＰＵ(Central Processing Unit)１２と、ＲＯＭ(read only memory)１４と、ＲＡＭ(
random access memory)１６と、ＥＥＰＲＯＭ（Electrically Erasable Programmable Re
ad Only Memory）１８とを有しており、それぞれがバス２２に接続されている。
【００２４】
　ＣＰＵ１２は、ベースステーション１０全体の動作を制御するものであり、ＴＶボック
ス５０から送信される操作信号等に基づいて、外部入力装置４８からＡＶデータ等を取得
したり、チューナ２４の選局を行う。
【００２５】
　ＲＯＭ１４には、各種の処理プログラムや処理に必要なデータ等が記憶されている。Ｒ
ＡＭ１６は、各種の処理において得られたデータを一時的に記憶保持し、主に各種の処理
の作業領域として用いられる。ＥＥＰＲＯＭ１８は、いわゆる不揮発性のメモリであり、
電源が落とされても、記憶した情報を記憶保持する。
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【００２６】
　また、ベースステーション１０は、ＴＶボックス５０から送信される操作信号等を受信
するためのアンテナ４２を有し、放送信号を受信するためのアンテナ２５に接続されてい
る。アンテナ４２は、ＴＶボックス５０から送信される操作信号を受信すると、受信した
操作信号を共用部３６を介して受信処理部３８に供給する。共用部３６は、受信した操作
信号と送信するＡＶデータ信号とが干渉しないように機能するものである。受信処理部３
８は、受信した操作信号を復調、増幅処理してＣＰＵ１２に供給する。
【００２７】
　ＣＰＵ１２は、供給された操作信号がチューナ２４または外部入力装置４８のいずれか
を切り替える切換信号である場合、この切換信号をセレクタ２８に供給する。また、ＣＰ
Ｕ１２は、操作信号が外部入力装置４８に対応したものであると判別した場合には、操作
信号をリモコン信号生成部４４に供給する。一方、操作信号がチューナ２４に対応したも
のであると判別した場合には、操作信号をチューナ２４に供給する。
【００２８】
　リモコン信号生成部４４は、供給された外部入力装置４８の操作信号に対応した赤外線
方式の制御信号を生成する。制御信号は、例えば、外部入力装置４８がＤＶＤの場合には
、再生、停止、早送り、巻き戻し、メニュー画面のカーソル移動等に関する制御信号が含
まれる。生成された制御信号は、ＡＶマウス４６に供給される。
【００２９】
　ＡＶマウス４６は、供給された制御信号を赤外線信号に変換して外部入力装置４８に発
光する。このＡＶマウスは、外部入力装置４８の近傍に配置され、外部入力装置４８がＡ
Ｖマウス４６から発光される信号を受光できるようになっている。
【００３０】
　外部入力装置４８は、発光された制御信号をリモートコントローラ用受光部で受信して
、この制御信号に基づく処理を行う。すなわち、ＴＶボックス５０側から供給される信号
に基づいて外部入力装置４８が遠隔操作される。また、外部入力装置４８は、ベースステ
ーション１０の入力端子に接続され、ＴＶボックス５０から供給された制御信号の要求に
応じた音声信号、画像信号等のＡＶデータ信号をベースステーション１０のセレクタ２８
に供給する。
【００３１】
　チューナ２４は、テレビ放送信号（アナログやデジタル信号）を受信するアンテナ２５
に接続され、ＴＶボックス５０から送信される操作信号に基づいて、受信するテレビ放送
信号の中からユーザが指定したテレビ放送信号を選局する。選局されたテレビ放送信号は
復調部２６に供給される。復調部２６は、供給されたテレビ放送信号を復調して、音声デ
ータおよび画像データからなるＡＶデータ信号を生成する。生成したＡＶデータ信号はセ
レクタ２８に供給される。
【００３２】
　セレクタ２８は、ＣＰＵ１２から供給された切換信号に基づいて、外部入力装置４８お
よびチューナ２４のいずれか一方の信号を選択する。選択された外部入力装置４８または
チューナ２４のＡＶデータ信号は圧縮処理部３０に出力される。
【００３３】
　圧縮処理部３０は、セレクタ２８から出力されたＡＶデータ信号を、例えば、ＭＰＥＧ
（Moving Picture Experts Group）２、またはＭＰＥＧ４などの圧縮方式で圧縮する。デ
ータ圧縮されたＡＶデータ信号は、送信信号生成部３２に供給される。
【００３４】
　送信信号生成部３２は、例えば、ＩＥＥＥ（Institute Electrical and Electronics E
ngineers）８０２．１１ａ，１１ｂ，１１ｇ方式のプロトコルに準拠したＡＶデータ送信
信号を生成する。このＡＶデータ送信信号は、所定のパケット単位に分割されてヘッダ情
報が付加されたものである。生成されたＡＶデータ送信信号は送信処理部３４に供給され
る。



(9) JP 2008-66899 A 2008.3.21

10

20

30

40

50

【００３５】
　送信処理部３４は、供給されたＡＶデータ送信信号を変調、増幅処理し、共用部３６に
供給する。共用部３６は、ＡＶデータ送信信号を、受信される操作信号との干渉を防止し
て、アンテナ４２を介してＴＶボックス５０に無線ＬＡＮ９１０を介して無線送信する。
なお、受信処理部３８、送信処理部３４および共用部３６は送受信部３９を構成している
。
【００３６】
　また、インターネット９００に接続するためのネットワークインターフェース部４９が
バス２２に接続されている。
【００３７】
　次に、ＴＶボックス５０のブロック構成について説明する。図３は、ＴＶボックス５０
の構成ブロック図である。
【００３８】
　図３に示すように、ＴＶボックス５０は制御部６２を有している。制御部６２は、ＣＰ
Ｕ(Central Processing Unit)５４と、ＲＯＭ(read only memory)５６と、ＲＡＭ５８(ra
ndom access memory)と、ＥＥＰＲＯＭ（Electrically Erasable Programmable Read Onl
y Memory）６０とを有しており、それぞれがバス６４に接続されている。
【００３９】
　ＣＰＵ５４は、ＴＶボックス５０全体の動作を制御するものである。ＲＯＭ５６には、
各種の処理プログラムや処理に必要なデータ等が記憶されている。ＲＡＭ５８は、各種の
処理において得られたデータを一時的に記憶保持し、主に各種の処理の作業領域として用
いられる。ＥＥＰＲＯＭ６０は、いわゆる不揮発性のメモリであり、電源が落とされても
、記憶した情報を記憶保持する。
【００４０】
　また、ＴＶボックス５０は、付属リモートコントローラ５２を有しており、液晶ディス
プレイ装置８４の画面に表示された操作画面の操作を行う。付属リモートコントローラ５
２の構成は後述する。付属リモートコントローラ５２の所定ボタンが押されると、発光部
から赤外線方式のリモートコントローラ信号がＴＶボックス５０の受光部９０に発光され
る。受光部９０は、付属リモートコントローラ５２から発光されるリモートコントローラ
信号を受光して、受光したリモートコントローラ信号をマイコン部９２に供給する。
【００４１】
　マイコン部９２は、供給されたリモートコントローラ信号をデコードして、デコードさ
れたリモートコントローラ信号が、第１の操作画像を構成する画面リモコン１１０（図７
参照）または第２の操作画像を構成するカーソルリモコン１２０（図９参照）を表示させ
る信号であるときには、リモートコントローラ信号を後述するＯＳＤ処理部７８に供給す
る。
【００４２】
　送信信号生成部９４は、マイコン部９２から供給されたリモートコントローラ信号に基
づいて、ベースステーション１０に接続される外部入力装置４８等を遠隔操作するための
操作信号を生成する。生成された操作信号は送信処理部７２に供給される。
【００４３】
　送信処理部７２は、供給された操作信号を復調、増幅処理して、共用部６８、アンテナ
６６を通じて無線ＬＡＮ９１０を介してベースステーション１０に送信する。
【００４４】
　アンテナ６６は、ベースステーション１０から送信されるＡＶデータ送信信号を受信す
ると、受信したＡＶデータ送信信号を共用部６８を介して受信処理部７０に供給する。共
用部６８は、送信する操作信号と受信したＡＶデータ送信信号とが干渉しないように機能
するものである。受信処理部７０は、ＡＶデータ送信信号と共に受信したタイトルリスト
等付属情報を復調、増幅処理してＣＰＵ５４に供給する。
【００４５】
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　また、アンテナ６６は、ベースステーション１０から送信されるＡＶデータ送信信号を
受信すると、受信したＡＶデータ送信信号を共用部６８を介して受信処理部７０に供給す
る。このＡＶデータ送信信号には、ベースステーション１０のチューナ２４により選局し
たテレビ放送番組の映像信号や音声信号または外部入力装置４８から供給された映像デー
タや音声データ等が含まれる。
【００４６】
　受信処理部７０は、供給されたＡＶデータ信号を復調、増幅処理して伸長処理部７６に
供給する。なお、受信処理部７０、送信処理部７２および共用部６８は送受信部７１を構
成している。
【００４７】
　伸張処理部７６は、供給されたＡＶデータ信号を画像信号と音声信号とに分離して、分
離したそれぞれの信号を伸長し、データ圧縮前の復元された画像信号および音声信号を取
得する。また、伸張処理部７６は、復元された音声信号をＤ／Ａ変換（デジタル／アナロ
グ変換）し、アナログ音声信号を生成する。生成された画像信号はＯＳＤ処理部７８に供
給され、アナログ音声信号は音声信号増幅部８２に供給される。なお、画像信号は、入力
側または出力側に接続される装置に応じてＤ／Ａ変換を行う。
【００４８】
　ＯＳＤ処理部７８は、液晶パネル８６の画面に、ベースステーション１０から送信され
る画像の他に、画面リモコン１１０やカーソルリモコン１２０を表示させるためのいわゆ
るテキスト／グラフィック処理回路として機能する。付属リモートコントローラ５２から
画面リモコン１１０やカーソルリモコン１２０を表示させるリモートコントローラ信号が
受光部９０、マイコン部９２を介して供給されると、ＡＶデータ信号の画像と、画面リモ
コン１１０とを合成させた信号を液晶パネル８６に出力する。
【００４９】
　画像信号処理部８０は、供給された画像信号から表示用画像信号を生成して、液晶ディ
スプレイ装置８４の液晶パネル８６に出力する。同様に、音声信号増幅部８２は、供給さ
れた音声信号を増幅処理して、液晶ディスプレイ装置８４のスピーカ８８に出力する。な
お、伸張処理部７６、ＯＳＤ処理部７８および画像信号処理部８０は画像処理部７９を構
成している。
【００５０】
　液晶ディスプレイ装置８４では、画像信号に基づいた表示動作を行い、液晶パネル８６
の画面に外部入力装置４８から供給されたＤＶＤ画像や選局されたテレビ画像を表示する
。
【００５１】
　また、インターネット９００に接続するためのネットワークインターフェース部９３が
バス６４に接続されている。
【００５２】
　次に、ＴＶボックス５０を操作するための付属リモートコントローラ５２のボタン構成
について説明する。図４は、付属リモートコントローラ５２の構成の一例を示す図である
。
【００５３】
　図４に示すように、付属リモートコントローラ５２には、ＴＶボックス５０の電源の入
／切を行う電源ボタン１５０と、ベースステーション１０の入力を切り換える入力切換ボ
タン１５２とが設けられている。また、付属リモートコントローラ５２には、ベースステ
ーション１０に接続される外部入力装置４８やこれに内蔵されるチューナ２４の選局等の
操作を行うための画面リモコンを画面に表示させる画面リモコンボタン１５４と、ベース
ステーション１０に接続された外部入力装置４８が表示するメニュー画面を操作するため
のカーソルリモコンを液晶ディスプレイ装置８４に表示させるカーソルリモコンボタン（
第２の操作画面切換ボタン）１５６と、画面に表示された設定画面、画面リモコン１１０
やカーソルリモコン１２０を操作する方向ボタン１５８と、方向ボタン１５８で選択され
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た項目を決定する決定ボタン１６０とが設けられる。さらに、付属リモートコントローラ
５２には、画面表示ボタン、設定ボタン、オプションボタン、戻るボタン１６２およびテ
レビ操作ボタンが設けられている。
【００５４】
　次に、ＴＶボックス５０に接続された液晶ディスプレイ装置８４の画面に表示画面リモ
コン１１０を表示し、画面に表示した画面リモコン１１０をカーソルリモコン１２０に切
り換える動作の一例について説明する。図５は、画面の表示を切り換える動作を示すフロ
ーチャートである。図６は、外部入力装置４８（例えばＤＶＤレコーダ）のメニュー画面
１３０（タイトルリスト）の一例を示す図である。図７は外部入力装置４８（例えばＤＶ
Ｄレコーダ）が選ばれ画面リモコン１１０が表示されたときの一例を示す図である。図８
は、画面リモコン１１０のメニューボタンが選択され、メニュー画面１３０が表示された
一例を示す図である。図９は、メニュー画面１３０にカーソルリモコン１２０が表示され
た一例を示す図である。
【００５５】
　図５に示すように、ステップＳ１０でＴＶボックス５０は、ユーザによって付属リモー
トコントローラ５２の入力切換ボタンが押され外部入力装置４８が選択されると、液晶デ
ィスプレイ装置８４の画面はベースステーション１０に接続される外部入力装置４８（例
えばＤＶＤレコーダ）からの映像信号を表示する画面に切り換わる。
【００５６】
　ステップＳ２０でＴＶボックス５０は、ユーザによって付属リモートコントローラ５２
の画面リモコンボタン１５４または方向ボタン１５８が押されたか否かを判定する。付属
リモートコントローラ５２の画面リモコンボタン１５４等が押されたときにはステップＳ
３０に進む。この場合、付属リモートコントローラ５２からリモートコントローラ信号が
ＴＶボックス５０に出力される。一方、付属リモートコントローラ５２のいずれのボタン
が押されないときには待機する。
【００５７】
　ステップＳ３０でＴＶボックス５０は、出力されたリモートコントローラ信号を受光し
て、リモートコントローラ信号に対応した画面リモコンデータを液晶ディスプレイ装置８
４に供給する。液晶ディスプレイ装置８４では、供給された画面リモコンデータに基づい
て表示動作を行い、図７に示すように、画面１４０の右部に画面リモコン１１０を表示す
る。画面１４０に表示される画面リモコン１１０は、再生ボタン、停止ボタン、早戻しボ
タン、早送りボタン、録画ボタン、カーソルリモコン切換ボタン（５ｗａｙボタン）およ
びメニューボタン１１３等を有している。なお、ベースステーション１０には異なるメー
カーや機種の外部入力装置４８が接続されるため、画面１４０にはベースステーション１
０に接続される各メーカーや機種に対応し予め登録されたボタン配置やボタンの種類の画
面リモコン１１０が表示される。また、このとき背景画面は、外部入力装置４８からの映
像やブルーバック表示となる。次に、ユーザは表示された画面リモコン１１０の操作した
い項目を、付属リモートコントローラ５２の方向ボタン１５８で選択して決定ボタン１６
０を押して所定の操作を行う。
【００５８】
　このとき付属リモートコントローラ５２の方向ボタン１５８を押すと、画面リモコン１
１０の各操作ボタンが順次ハイライトになり選択されたことがわかる。
【００５９】
　またこのステップで、画面リモコン１１０のメニューボタン１１３を選択し決定すると
、図８に示すように、例えば図６で示したタイトルリストが画面１４０の画面リモコン１
１０の左側に表示される。
【００６０】
　ステップＳ４０でＴＶボックス５０は、ユーザによって付属リモートコントローラ５２
のカーソルリモコンボタン１５６または画面リモコン１１０のカーソルリモコン切換ボタ
ン１１２が押されたか否かを判定する。カーソルリモコンボタン１５６等が押されたとき
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にはステップＳ５０に進み、付属リモートコントローラ５２から赤外線方式のリモートコ
ントローラ信号が出力される。一方、カーソルリモコン等が押されないときには、メニュ
ー画面１３０および画面リモコン１１０が表示された状態となり（ステップＳ３０）、所
定の操作が行われる。
【００６１】
　ステップＳ５０でＴＶボックス５０は、出力されたリモートコントローラ信号を受光し
て、リモートコントローラ信号に対応したカーソルリモコンデータを液晶ディスプレイ装
置８４に供給する。液晶ディスプレイ装置８４では、供給されたカーソルリモコンデータ
に基づいて表示動作を行い、図９に示すように、画面１４０にカーソルリモコン１２０を
表示する。カーソルリモコン１２０は、画面１４０に表示されるテレビ画像、ＤＶＤ画像
やメニュー画面の妨げとならないように、例えば画面１４０の右下部に小さくアイコン表
示される。また、カーソルリモコン１２０は、上下左右方向の方向ボタン１２２とこれら
の中央に配置された決定ボタン１２４とを有している。
【００６２】
　またこのステップにより、付属リモートコントローラ５２の方向ボタン１５８および決
定ボタン１６０を操作することで、直接タイトルリストのカーソルを移動し決定すること
ができる。
【００６３】
　ステップＳ６０でＴＶボックス５０は、ユーザによって付属リモートコントローラ５２
のカーソルリモコンボタン１５６または戻るボタン１６２が押されたか否かを判定する。
付属リモートコントローラ５２のカーソルリモコンボタン１５６等が押されたときには、
画面１４０に表示されたカーソルリモコン１２０のアイコン表示を消して、メニュー画面
１３０のカーソルの操作は終了し、画面リモコン１１０が表示された状態になり、所定時
間経過すると画面リモコン１１０は自動的に消えるようにされている。一方、付属リモー
トコントローラ５２のカーソルリモコンボタン１５６等が押されていないときには、ステ
ップＳ５０に戻り、画面１４０にはカーソルリモコン１２０が表示された状態となる。
【００６４】
　次に、本実施形態の情報処理システムの動作について説明する。図１０は、情報処理シ
ステムの動作の一例を示す図である。図１１から図１４は、カーソルリモコン１２０を操
作したときのカーソルリモコン１２０とメニュー画面１３０とを示す図である。なお、以
下の説明においては、液晶パネル８６の画面１４０に例えば、外部入力装置４８の一例で
あるＤＶＤレコーダーのメニュー画面１３０とこのメニュー画面１３０を操作する画面リ
モコン１１０が表示されているものとする（図８参照）。
【００６５】
　図１０に示すように、ステップＳ１００で付属リモートコントローラ５２は、ユーザに
よってボタン操作が行われたとき、操作されたボタンに対応したリモートコントローラ信
号を発光する。
【００６６】
　ステップＳ１１０でＴＶボックス５０は、付属リモートコントローラ５２から発光され
たリモートコントローラ信号を受光したとき、このリモートコントローラ信号が液晶パネ
ル８６の画面１４０にカーソルリモコン１２０を表示するためのリモートコントローラ信
号であるかを判別する。ここで、リモートコントローラ信号が付属リモートコントローラ
５２のカーソルリモコンボタン１５６を操作したことにより発光された信号であるとき、
又は液晶パネル８６の画面１４０に表示された画面リモコン１１０のカーソルリモコン切
換ボタン１１２の選択操作によって発光された信号であるとき、カーソルリモコン１２０
を表示するためのリモートコントローラ信号であると判別してステップＳ１２０に進む。
一方、カーソルリモコン１２０を表示する以外のリモートコントローラ信号であると判別
したときにはステップＳ１３０に進む。カーソルリモコン１２０を表示する以外の信号と
は、例えば、ベースステーション１０に内蔵されたチューナ２４を選局するための信号や
外部入力装置４８を操作するための信号である。
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【００６７】
　ステップＳ１２０でＴＶボックス５０は、カーソルリモコン１２０を液晶パネル８６の
画面１４０に表示する（図９参照）。
【００６８】
　ステップＳ１３０でＴＶボックス５０は、カーソルリモコン１２０を表示する以外のリ
モコン信号に基づいた処理を行う。例えば画面リモコン１１０のボタンの切替操作が行わ
れたときは、選択したボタンを識別可能に表示する。また、選択しているボタンに割り当
てられている機能を実行させる実行操作が行われたときは、ベースステーション１０やベ
ースステーション１０に接続される外部入力装置４８で、選択されているメニュー項目の
動作を実行させるリモコン信号を生成して無線ＬＡＮ９１０を介してベースステーション
１０に送信する。
【００６９】
　ステップＳ１４０でもステップＳ１００と同様に、付属リモートコントローラ５２は、
ユーザによってボタン操作が行われたとき、操作されたボタンに対応したリモコン信号を
発光する。以下、液晶パネル８６の画面１４０に表示されたメニュー画面１３０のタイト
ルリストの中から視聴したいタイトル項目、例えば「サッカー」を選択するために、ユー
ザが付属リモートコントローラ５２の下方向ボタンを操作した場合について説明する。こ
の付属リモートコントローラ５２の操作により、付属リモートコントローラ５２からは「
下方向ボタン」に対応した赤外線方式のリモートコントローラ信号が発光される。
【００７０】
　ステップＳＴ１５０でＴＶボックス５０は、受光したリモートコントローラ信号が、カ
ーソルリモコン１２０として表示されているボタンの操作であるか判別する。ここで、リ
モートコントローラ信号が、カーソルリモコン１２０として表示されているボタンの操作
に対応した信号であることを判別したとき、例えば、付属リモートコントローラ５２にお
いて、カーソルリモコン１２０として表示されている「下方向ボタン」の操作が行われた
ときに発光されたリモートコントローラ信号であるときはステップＳ１６０に進む。この
とき、操作されたボタンがカーソルリモコン１２０で明確となるように、カーソルリモコ
ン１２０の下方向ボタン１２２ａを、他の方向ボタンとは異なる表示とする。例えば、図
１１に示すように、カーソルリモコン１２０の下方向ボタン１２２ａを灰色に表示して、
他の方向ボタンを白色に表示する。
【００７１】
　ステップＳ１６０でＴＶボックス５０は、リモートコントローラ信号に基づいた操作信
号を生成して、無線ＬＡＮ９１０を介してベースステーション１０に送信する。例えば、
付属リモートコントローラ５２において、「下方向ボタン」が操作されたときには、下方
向の方向ボタン１５８に対応した操作信号を生成してベースステーション１０に送信する
。
【００７２】
　ステップＳ１７０でＴＶボックス５０は、受光したリモートコントローラ信号が、カー
ソルリモコン１２０を用いたリモコン操作の終了であるかを判別する。例えば、受光した
リモートコントローラ信号が付属リモートコントローラ５２の戻るボタン１６２の操作に
よって発光された信号であるときはステップＳ１８０に進む。また、戻るボタン１６２の
操作に対応した信号でないときはステップＳ１５０に戻る。
【００７３】
　ステップＳ１８０でＴＶボックス５０は、カーソルリモコン１２０の表示を終了してス
テップＳ１１０に戻る。なお、カーソルリモコン１２０の表示を終了したときは、カーソ
ルリモコン１２０の表示を行う前のメニュー画面を表示するものとしてもよく、カーソル
リモコン１２０の表示のみを終了してもよい。
【００７４】
　ステップＳ１９０でベースステーション１０は、ステップＳ１３０およびステップＳ１
６０でＴＶボックス５０から送信された操作信号がベースステーション１０自身に対する
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信号であるか否かを判別する。例えば、操作信号が、ベースステーション１０に内蔵され
たチューナ２４に対するものであるとき、又はベースステーション１０の設定等に関する
信号であるときはステップＳ２１０に進む。また、ベースステーション１０自身に対する
信号でないとき、例えば、ベースステーション１０に接続された外部入力装置４８に対応
する信号であるときはステップＳ２００に進む。ここで、上述のようにベースステーショ
ン１０に接続された外部入力装置４８に対してタイトル項目を「下方向ボタン」で操作し
たときは、ステップＳ２００に進むことになる。
【００７５】
　ステップＳ２００でベースステーション１０は、操作信号に基づいた制御信号（リモー
トコントローラ信号）を発光させる処理を行う。
【００７６】
　ステップＳ２１０でベースステーション１０は、操作信号に対応した処理を行う。例え
ば、上述したように、チューナ２４によって放送信号の選局等を行う。
【００７７】
　ステップＳ２２０で外部入力装置４８は、ベースステーション１０で発光された制御信
号を受光し、このリモートコントローラ信号に基づいて各種処理を行う。
【００７８】
　このような動作によって、カーソルリモコン１２０として表示されているボタンの操作
を付属リモートコントローラ５２で行うものとすれば、このボタン操作に応じた操作信号
がＴＶボックス５０からベースステーション１０に供給されて、ボタン操作に対応した処
理がベースステーション１０や外部入力装置４８で行われるので、例えば図１２、図１３
に示すように、液晶パネル８６のメニュー画面１３０のカーソル１３２がタイトルリスト
中の「サッカー」まで移動したら、カーソルリモコン１２０の決定ボタン１２４に対応し
た付属リモートコントローラ５２の決定ボタン１６０を押すことで、外部入力装置４８か
らタイトルリスト中の「サッカー」についてのＡＶデータがベースステーション１０を介
してＴＶボックス５０に供給されて、図１４に示すように、液晶パネル８６の画面１４０
に「サッカー」の画像が表示される。
【００７９】
　本実施の形態では、ユーザによって付属リモートコントローラ５２の方向ボタン１５８
の所定方向ボタンが押されると、押された方向ボタン１５８と同一方向の液晶パネルの画
面中のカーソルリモコン１２０の方向ボタン１２２が発光して強調表示される。この強調
表示と略同時に、カーソルリモコン１２０の背景画面であるメニュー画面１３０のカーソ
ル１３２が、カーソルリモコン１２０の強調表示された方向ボタン１２２と同一方向に移
動する。すなわち、液晶パネル８６の画面１４０に表示される、外部入力装置４８のメニ
ュー画面、タイトルリスト画面、番組リスト画面などにおいて、カーソルリモコン１２０
に対応した付属リモートコントローラ５２の方向ボタン１５８や決定ボタン１６０の操作
だけで、メニュー画面１３０等のカーソル１３２の移動や決定が可能となる。したがって
、ユーザは、手元の付属リモートコントローラ５２で、メニュー画面１３０等を直接操作
しているように感じることができ、操作性の向上を図ることができる。
【００８０】
　以上の本発明の説明はＴＶボックス５０とベースステーション１０との間は無線ＬＡＮ
９１０を介して双方向通信する場合を例に行ったが、インターネット９００を介して双方
向通信をする場合にも適用できることは言うまでもない。
【００８１】
　なお、上述した一連の処理は、ハードウェアにより実行させることもできるが、ソフト
ウェアにより実行させることもできる。一連の処理をソフトウェアにより実行させる場合
には、そのソフトウェアを構成するプログラムを、専用のハードウェアに組み込まれてい
るコンピュータにインストールすることで、上述した各種の機能を実行することができる
。また、プログラムを磁気ディスク（フレキシブルディスクを含む）、光ディスク（CD-R
OM、DVDを含む）、光磁気ディスク（ＭＤを含む）、もしくは半導体メモリなどの記録媒
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体に記録して、これらの記憶媒体からコンピュータにプログラムをインストールしても良
い。
【産業上の利用可能性】
【００８２】
　この発明は、例えばリビングで視聴していたテレビや録画した映像などのコンテンツを
、リビング以外の場所にあるテレビで視聴する場合に適用される。
【図面の簡単な説明】
【００８３】
【図１】本発明の一実施形態に係る情報処理システムの構成を示す図である。
【図２】ベースステーションのブロック図である。
【図３】ＴＶボックスのブロック図である。
【図４】ＴＶボックスの付属リモートコントローラの外観構成を示す図である。
【図５】ＴＶボックスの動作を示すフローチャートである。
【図６】液晶パネルの画面にメニュー画面が表示された一例を示す図である。
【図７】外部入力装置が選ばれ画面リモコンが表示されたときの一例を示す図である。
【図８】画面リモコンのメニューボタンが選択され、メニュー画面が表示された一例を示
す図である。
【図９】メニュー画面にカーソルリモコンを表示させた一例を示す図ある。
【図１０】本発明の一実施形態に係る情報処理システムのシーケンスを示す図である。
【図１１】液晶パネルに表示されたカーソルリモコンを示す図である（その１）。
【図１２】液晶パネルに表示されたカーソルリモコンを示す図である（その２）。
【図１３】液晶パネルに表示されたカーソルリモコンを示す図である（その３）。
【図１４】液晶パネルに表示されたカーソルリモコンを示す図である（その４）。
【図１５】従来の画面リモコンが表示された液晶パネルの画面を示す図である。
【符号の説明】
【００８４】
１０・・・ベースステーション（第１の情報処理装置）、２０・・・制御部、２４・・・
チューナ、３９・・・送受信部、４８・・・外部入力装置、５０・・・ＴＶボックス（第
２の情報処理装置）、５２・・・付属リモートコントローラ（リモートコントローラ）、
６２・・・制御部、７１・・・送受信部、７９・・・画像処理部、８４・・・液晶ディス
プレイ（表示装置）、１１０・・・画面リモコン（第１の操作画像）、１２０・・・カー
ソルリモコン（第２の操作画像）、１３０・・・メニュー画面、１３２・・・カーソル、
１５４・・・画面リモコンボタン、１５６・・・カーソルリモコンボタン、９００・・・
インターネット（通信手段）、９１０・・・無線ＬＡＮ（通信手段）
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【図３】 【図４】
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【図５】 【図６】

【図７】 【図８】
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【図９】 【図１０】

【図１１】 【図１２】
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【図１３】 【図１４】

【図１５】
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